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平素から温かいご支援、ご協力を賜り心より感謝申し上げます。 

2 期目を迎えるにあたり掲げた政策【持続的な地域の発展】の一

つとして『交通安全運動に自ら積極的に取り組みます』、【環境施策

の推進】の一つとして『ごみ拾いなど身近なところから着実に取り組

みます』と記しています。わざわざ政策に掲げること？と感じた方も

いらっしゃったかもしれません。 

毎週日曜日の交通安全運動を始めて 3 年半くらいになります。き

っかけは東雁来で発生した交通事故でした。はじめはひとりで活動

していましたが、続けているうちに認知していただくようになり、いろ

いろな場面で「いつも交通安全やっていますよね」などお声がけい

ただくことが増えてきました。複数人数で活動する機会も多くなりま

した。1 人 1 文字『交』『通』『安』『全』のバージョンで活動は

より効果的です。また、季節ごとに行われる交通安全市民

総ぐるみ運動では地域の町内会や交通安全母の会など

のみなさまとともに路上に立ち啓発活動をさせていただい

ています。こうした地域での地道な活動が交通事故防止と

地域づくりにつながるものと考えています。 

平日毎朝の街頭演説などの路上活動と併せてゴミ拾い

活動を行っています。ゴミ拾いには環境美化のみならず、

健康づくりや地域の防犯、運気を上げるなど様々な意義

がありますが、私にとっては、目の前にある小さなことを実現せずにマイクで政策を訴えても説得

力に欠けるのではないかという気がするので、という意味もあります。 

交通安全運動やゴミ拾いは年齢や職業、性別等にかかわらずみんなにとって大事な取り組み

です。当たり前のことかもしれませんが、当たり前だからこそ継続していきたいと考えています。 
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第 1 回定例会の予算特別委員会では次の項目の質問を行いました。 
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道政執行方針について 

【質問】 困難を抱えている人、苦しんでいる人、少数者など小さな声にも耳を傾けるべき。 

【答弁】 多様な意見を踏まえ、安心して住み続けられる地域づくりに向けた施策を展開する。 

【指摘】 なおみちカフェなどで声なき声を直接聞けばよい。なぜできないのか。 
  

投票率向上について 

【質問】 居住地によっては投票所まで遠く交通も不便で、高齢者など歩いていくには困難。投

票環境を向上すべき。 

【答弁】  各市町村選管との情報共有を密にするなど誰もが投票できる環境の整備に取り組む。 

【指摘】 商業施設や高齢者施設などへの設置や移動期日前投票所などの利用が進むよう積

極的に働きかけていただきたい。 
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わたしが掲げるスローガンは「多様性を地域の力に」で

す。多くの分野で人手不足が深刻化する一方で、働くこと

を希望しても就労、定着につながらないケースも多くみら

れます。多様な方が労働参加できるよう職場環境の整備

や、公正な採用選考が必要となっています。現在改定に

向け議論中の北海道雇用・人材対策基本計画と新たな北

海道総合計画の素案の中に、「公正な採用選考」「性的マ

イノリティー」の文言が入りました。 

筨さ佟瘻鿇 
 人口減少対策について 

 道政執行方針について 

 北海道総合計画について 

鼅䮙盖椚㨻㆞⠓ 
 投票率向上について 

 手続き等について 

 選挙カーについて 

筨⹡鿇 
 道庁のイノベーションと組織体制について 

 不適切事案等の防止について 

 人事等について 

 財政について 
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ふちがみ事務所では年 2 回、インターン生を受け入れ、活動の一環として地域の事業者・団体

等を訪問し、施設を見学するとともに道政上の課題、要望等についてご意見を伺うという取り組み

を行っています。2 月から 3 月にかけて、3 名のインターン生を迎え、ともに活動しました。ご協力い

ただきました事業者・団体等のみなさまに心よりお礼申し上げます。 
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3 月 27 日に北海道立動物愛護センター『あいにきた』が

開所されました。センターは酪農学園大学キャンパス内に

設置されており、主な業務は犬猫の収容・譲渡、動物愛護

の考え方の普及啓発、関係機関との連携です。施設は能

登半島地震の仮設住宅で使用されているものと同じユニ

ットで、事務室と飼育室が連携デッキでつながっていま

す。飼育室の方はトラックに載せて移動することが可能

で、移動式は全国初となります。屋根一面に太陽光パネルが設置されており、被災地など電源の

確保が難しい場所でも運用できます。飼育室は 30 匹を収容することができます。 
  
 

 
LGBTQ に関することをはじめジェンダー平等、人権な

どのテーマを中心に、各団体や学校、事業所などでの講

演やトークセッションなどを行っています。また、高校や大

学での研究発表のための問い合わせやインタビュー等も

多数お寄せいただいています。多様な人が認められ、活

躍できる社会を目指す上で、わたしの生い立ちに関する話

や議会でのこれまでの取り組みなどについて多くの方に

知っていただくことは重要な活動と考えていますので遠慮なくお問い合わせいただければと思いま

す。オンラインでの講演も受け付けています。 
                                     

 

 
〒065-0011 

札幌市東区北 11 条東 8 丁目 1-3 高岡ビル 1 階 

TEL: 011-733-6007 FAX: 011-733-6008 

ふちがみ綾子公式ウェブサイト 

http://fuchigamiayako.jp/ 
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